
団体名称

代表者

団体所在地

■　目標値の達成度

Ｒ１年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度
目標値 80 75 - - -
実績値 69.0 - - - -
差 △ 11.0 - - - -

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

　指定管理者制度導入１年目の令和元年度は、経営改善計画に沿った業務改善等により、前期アンケート調査結果が
施設利用満足度７２パーセントと改善の成果が見え始めていたものの、令和２年１月からの温浴施設改修工事や、新
型コロナウイルスの影響が大きく、後期アンケート調査結果が６６パーセントと大きく落ち込み、実績値が目標値に
達しませんでした。地域に根差した施設として、令和２年８月から再開する温浴施設を中心とし、新たなイベント開
催や、魅力・特色ある飲食メニューの開発、キャッシュレス決済の導入など、提供するサービスの質の向上、施設利
用者数の増加及び施設利用満足度の向上に努めることを求めます。

　本施設の設置目的は、本市の歴史、文化等を後世に伝え、新しい地域個性の形成を目指すとともに、市民と来訪者
との交流を通じて住民生活に潤いと憩いを提供し、もって市民の福祉の向上、地域経済の活性化を図ることです。管
理運営業務の実施状況については、施設の設置目的を達成しながら、指定管理者制度導入の目的である市民サービス
の向上を果たしています。施設の維持管理、業務の実施、事業の実施についても適切に行われていることから、総合
的に判断して良好と評価します。
　業務内容については、法令等を遵守し、道の駅利用者と地元をつなぐ手作りの参加型イベントを多数企画するな
ど、様々な努力が確認できました。また、令和２年１月からの温浴施設改修に伴う休止に加え、新型コロナウイルス
の影響により客数が減少する中、感染症予防対策を実施しながらサービス向上や集客のための創意工夫に取り組む姿
勢は評価できます。中でも、物販及びパン・喫茶部門は新商品の開発や、売上分析による販売品・販売数の調整を行
うなど、きめ細やかな取組が奏功し、売上及び客数実績は対前年比100％超となるなど、努力されています。今後も指
定管理者の特色を活かしながら、さらなる企画運営の充実を図ることを期待します。
　収支については、主要施設である温浴施設が大規模改修により休止（令和２年１月～令和２年７月）しており、さ
らに新型コロナウイルスの影響もあり客数も対前年比３万１千人減少しました。昨今の厳しい社会情勢や温浴施設の
休止などがありながらも、年間約７０万人の集客力がある点は評価できます。引き続き、経営改革を推進するととも
に、さらなる努力や創意工夫の継続を期待します。

　令和２年度以降も、本施設の設置目的を達成するため、業務のさらなる向上充実を図り、利用者が安心して利用で
きるよう、指定管理者の特色を活かし、魅力的で利便性の高い施設を運営し、地域の活性化に資することを引き続き
求めます。ソフト面では飲食部門における新規メニューの改善や開発などのほか、利用者のニーズを把握した売り場
づくり、品揃え強化など、利用者の満足度向上に繋げるべく取り組むとともに、職員が働きやすい環境づくりや部門
間による連携を密に行うなど、道の駅全体の体制強化に努めるよう求めます。ハード面では、指定管理者の努力によ
り良好な水準を維持していると判断しますが、施設や設備が老朽化する中、施設利用者の安全確保と管理コスト削減
の観点からも、各種マニュアルの定期的な見直し等、適正な施設管理を行うよう求めます。

□指標：施設利用満足度　　　　　　　　（単位：％）※小数点第２以下四捨五入

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、
利用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。その後、指定管
理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次葉のとおり、具体的な業務の
実施状況等についての確認結果をコメントしたうえで、「モニタリングの総合コメン
ト」及び「今後の業務改善に向けた考え方」を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　豊田総合支所地域政策課

　ＴＥＬ　：　０８３　－　７６６　－　１０５５

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　ttchiiki@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

令和元年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市豊田町道の駅蛍街道西ノ市

所在地 下関市豊田町大字中村８７６番地４

指定管理者

株式会社豊田ふるさとセンター

代表取締役　三木　潤一

下関市豊田町大字中村８７６番地４

mailto:ttchiiki@city.shimonoseki.yamaguchi.jp


事業収支

　経済性

　事業収支について、上半期は経営改革の成果等により利用者数、収入ともに改善がみられるものの、下
半期は温浴施設の改修に伴う休止と、新型コロナウイルスの影響で、売上、客数ともに大きく減少し、通
期としては赤字となっています。新型コロナウイルス感染拡大防止対策を適切に実施しながら、再開する
温浴施設を効果的に運用し、安定的かつ継続的な管理運営を行うことができるよう、更なる経営改善に努
めることを求めます。

団体の経営状態

　経営の健全性

　提出された財務諸表等を分析した結果、適切に会計処理されていましたが、大幅な損失を計上したこと
で運営資金不足を生じる可能性があります。更なる利用者の増加、経費の削減、売上の増加に努め、より
一層の経営の改善を求めます。集客施設は、経済環境の変化による影響を強く受けるため、昨今の社会情
勢や利用者のニーズをより敏感に感じとり、広報戦略や販売促進に繋げていきながら、各部門の経営改善
と利用者の獲得に努めることを求めます。

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　利用料金などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理され、経理関係調書も整理保管されてい
ます。今後も条例等の規定を遵守し、マニュアルの充実や職員研修等により、適正な事務及び経理の執行
に努めることを求めます。

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　入館者の安全を確保するための施設の保守点検、修繕等も適切に実施しており、施設の不具合等は適宜
市へ報告が行われています。緊急時に迅速かつ適切な対応がとれるようマニュアルが作成され、各部所に
整備されています。また、新型コロナウイルス感染拡大防止対策についても、消毒液やパーテーションの
設置、職員や利用者への感染予防周知・啓発など、適切な対応がなされている点は評価できます。

　社会性（環境等への配慮）

　冷暖房器具のフィルター清掃・温度設定の徹底、不要箇所の電気の消灯、LED電球への取替え、冷蔵庫
の温度設定の徹底、節水コマの設置など省エネの取り組みを実施していました。また、施設及び設備の保
守点検を実施するとともに、施設内の植栽を常に良好に保つよう取り組んでいます。今後も引き続き環境
等への配慮に努めることを求めます。

　施設の安全・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されていました。施設
運営や利用者への対応については、市民が公平・平等に利用できるよう努力していました。施設の運用に
ついては、毎月イベントの企画運営など集客に努めていましたが、主要施設である温浴施設の一部休止
や、新型コロナウイルスの影響もあり、延利用者数は対前年比３万１千人減少しました。

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　指定管理者が掲げる「休憩」「情報発信」「地域の連携」の３つの機能を併せ持つ拠点として、また
「安らぎ・癒し・利便性」を提供する施設として機能すべく、施設運営の取組に対する努力が多く見られ
ます。施設の快適な利用のための環境整備を始めとして、季節ごとに特色のある参加型イベント、地域の
特性を活かした交流イベントの開催など話題性のある企画を実施し、利用促進に努めていました。

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持及び見直しに努め、関係法令等を遵守して適切に管理して
いました。職員の人事評価の試験運用を開始するなど、職員の勤務意欲を向上させる新たな取組も評価で
きます。情報コーナーに職員を配置し、施設利用者に情報提供を行うなど、地域のハブとしての施設の役
割を果たすよう努めていました。

基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性



団体名称

代表者

団体所在地

■　目標値の達成度

Ｒ１年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

目標値 80 75 80 - -

実績値 69.0 74.0 - - -

差 △ 11.0 △ 1.0 - - -

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

令和２年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市豊田町道の駅蛍街道西ノ市

所在地 下関市豊田町大字中村８７６番地４

株式会社豊田ふるさとセンター

代表取締役　三木　潤一

下関市豊田町大字中村８７６番地４

　豊田総合支所地域政策課

　ＴＥＬ　：　０８３　－　７６６　－　１０５５

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　ttchiiki@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

□指標：施設利用満足度　　　　　　　　（単位：％）※小数点第２以下四捨五入

指定管理者

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利用
者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。その後、指定管理者の選
定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次葉のとおり、具体的な業務の実施状況等に
ついての確認結果をコメントしたうえで、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業
務改善に向けた考え方」を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　指定管理者制度導入２年目の令和２年度は、令和２年４月２５日から５月１９日まで休館、それ以降は時短営業など、新
型コロナウイルス感染症拡大の動向を注視しながらの運営となりました。利用者アンケートでは、前期の満足度７５％、後
期の満足度が７３％で、実績値は７４％となり目標値に達しませんでした。令和２年８月から温浴施設がリニューアルオー
プンしたものの、新型コロナウイルス感染症の影響によるイベント制限やレストラン施設等の一時休止などもあり、通年で
の効果的な運営が十分ではなかったと考えます。地域に根差した施設として、提供するサービスの質の向上、施設利用者数
の増加及び施設利用満足度のさらなる向上に努めることを求めます。

　本施設の設置目的は、本市の歴史、文化等を後世に伝え、新しい地域個性の形成を目指すとともに、市民と来訪者との交
流を通じて住民生活に潤いと憩いを提供し、もって市民の福祉の向上、地域経済の活性化を図ることです。管理運営業務の
実施状況については、施設の設置目的を達成しながら、指定管理者制度導入の目的である市民サービスの向上を果たしてい
ます。施設の維持管理、業務の実施、事業の実施についても適切に行われていることから、総合的に判断して良好と評価し
ます。
　業務内容については、従来の業務に加え、新たな事業や取組みが確認できました。物販及びパン・喫茶部門における新商
品の継続的な開発やキャッシュレスシステムの導入、令和２年８月の温浴施設リニューアルオープンに伴うスタンプカード
等の刷新、休憩スペースへのマッサージ機導入などに加え、LINE公式アカウントの開設など、新型コロナウイルス感染症対
策を行いながら、様々な創意工夫やきめ細やかな分析に基づく企画運営等に積極的に取り組む姿勢は評価できます。
　収支については、令和２年度の営業利益は△２，８６６万２千円と大幅な損失となりましたが、国や県、市からの各種支
援金等もあり、最終的な純利益は１，００９万８千円の黒字となりました。一方、来客数は昨対比△２５％（△１６万６千
人）の５０万８千人と、大幅な減少となりました。
　今後も引き続き経営改革を推進するとともに、指定管理者ならではのさらなる努力や創意工夫の継続を期待します。

　令和３年度以降も本施設の設置目的を達成するため、業務のさらなる向上充実を図り、利用者が安心して利用できるよ
う、魅力的で利便性の高い施設を運営し、地域の活性化に資することを引き続き求めます。ソフト面ではSNSを活用した情
報発信力の強化、トレンドやニーズを反映した売り場づくり、地域随一の品揃え強化など、利用者の満足度向上に注力する
とともに、職員が働きやすい環境づくりや部門間による連携をより一層密にするなど、道の駅全体の体制強化に努めるよう
求めます。ハード面では、指定管理者の努力により良好な水準を維持していると判断しますが、施設や設備が老朽化する
中、利用者の安全確保と管理コスト削減の観点からも、中長期的な修繕計画を策定し、今後の適切な維持管理が可能となる
よう求めます。



基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　社会性（環境等への配慮）

事業収支

　経済性

団体の経営状態

　経営の健全性

　施設の安全・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されていました。施設運営
や利用者への対応については、市民が公平・平等に利用できるよう努力していました。施設の運用について
は、新型コロナウイルス感染症の影響による施設の休館や時短営業により、延利用者数は対前年比１６万６千
人減少し、５０万８千人となりました。

　指定管理者が掲げる「休憩」「情報発信」「地域の連携」の３つの機能を併せ持つ拠点として、また「安ら
ぎ・癒し・利便性」を提供する施設として機能すべく、施設運営の取組に対する努力が多く見られます。施設
の快適な利用のための環境整備を始めとして、四季折々のイベントや、新たに取得したLINE公式アカウントを
活用した周知広報など話題性のある企画を実施し、利用促進に努めていました。

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持及び見直しに努め、関係法令等を遵守して適切に管理していま
した。新たな人事評価の運用により評価基準を明確にし、職員の勤務意欲を向上させる取組も評価できます。
新型コロナウイルス感染症の影響により情報コーナーの職員配置を中止したことに代わり、LINEやInstagramな
どのSNSを活用した、より多くの対象者に向けたより広域的な情報発信に、積極的に取り組んでいました。

　利用料金などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理され、経理関係調書も整理保管されていま
す。今後も条例等の規定を遵守し、マニュアルの充実や職員研修等により、適正な事務及び経理の執行に努め
ることを求めます。

　利用者の安全を確保するための施設の保守点検、修繕等も適切に実施しており、施設の不具合等は適宜市へ報告が行われ
ています。温浴施設における応急処置等の訓練を実施するなど、緊急時に迅速かつ適切な対応がとれるような態勢が各部所
で取られています。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策についても、消毒液やパーテーション、空気清浄機や自動検温器の設置、職員や
利用者への感染予防周知・啓発など、適切な対応がなされている点は評価できます。

　冷暖房器具のフィルター清掃・温度設定の徹底、不要箇所の電気の消灯、LED電球への取替え、冷蔵庫の温度
設定の徹底、節水シャワーヘッドの交換など省エネの取り組みを実施していました。また、施設及び設備の保
守点検を適切に実施するとともに、施設内の植栽を常に良好に保つよう取り組んでいます。今後も引き続き環
境等への配慮に努めることを求めます。

　温浴施設のリニューアルによる機器更新に伴い、水道光熱費や燃料費等のランニングコストが２０％以上減少したこと
で、客数は前年度比７５％程度であるものの、営業利益は増益となりました。新型コロナウイルス感染症の影響により全体
の売上、客数ともに大きく減少し、通年での営業利益は赤字となったものの、新型コロナウイルス感染症関連の支援金等の
収入を加えた結果、黒字決算となりました。今後も施設の核となる温浴施設を効果的に運用し、安定的かつ継続的な管理運
営を行うことができるよう、更なる経営改善に努めることを求めます。

　提出された財務諸表等を分析した結果、適切に会計処理されていましたが、新型コロナウイルス感染症関連の支援金がな
かった場合、営業利益は大幅な赤字となっていました。コロナ禍で困難な状況であることは承知していますが、利用者の増
加、経費の削減、売上の増加に努め、経営の改善を求めます。集客施設は、経済環境の変化による影響を強く受けるため、
昨今の社会情勢や利用者のニーズを敏感に感じとり、新たな広報戦略や販売促進を企画、実践しながら、各部門の経営改善
と利用者の獲得に努めることを求めます。



団体名称

代表者

団体所在地

■　目標値の達成度

Ｒ１年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度
目標値 80 75 80 75 -

実績値 69.0 74.0 72.3 - -

差 △ 11.0 △ 1.0 △ 7.7 - -

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

令和３年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市豊田町道の駅蛍街道西ノ市

所在地 下関市豊田町大字中村８７６番地４

指定管理者

株式会社豊田ふるさとセンター

代表取締役　三木　潤一

下関市豊田町大字中村８７６番地４

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利
用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。その後、指定管理者
の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次葉のとおり、具体的な業務の実施状
況等についての確認結果をコメントしたうえで、「モニタリングの総合コメント」及び
「今後の業務改善に向けた考え方」を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　豊田総合支所地域政策課

　ＴＥＬ　：　０８３　－　７６６　－　１０５５

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　ttchiiki@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

□指標：施設利用満足度　　　　　　　　（単位：％）※小数点第２以下四捨五入

　指定管理者制度導入３年目の令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により温浴施設の入浴人数の制限を行う
など、感染拡大の状況を注視しながらの運営となりました。利用者アンケートでは、温浴施設においてはライン公式アカ
ウントでの混雑状況のお知らせやSNS各種機能により温浴施設の良さの発信などサービスの向上に努め、リピーターの獲得
に積極的に取り組んだ成果がみられ満足度８５．７％と高い値でしたが、野菜市などの物販施設やレストランにおいては
目標値を下回る結果となり、全体での実績値は７２．３％と目標値に達しませんでした。新型コロナウイルス感染症の影
響によるイベントの制限などもあり、効果的な運営、利用者の求めるサービスの提供が十分ではなかったと考えます。地
域に根差した施設として、提供するサービスの質の向上、施設利用者数の増加及び施設利用満足度のさらなる向上に努め
ることを求めます。

　本施設の設置目的は、本市の歴史、文化等を後世に伝え、新しい地域個性の形成を目指すとともに、市民と来訪者との
交流を通じて住民生活に潤いと憩いを提供し、もって市民の福祉の向上、地域経済の活性化を図ることです。管理運営業
務の実施状況については、施設の設置目的を達成しながら、指定管理者制度導入の目的である市民サービスの向上を果た
しています。施設の維持管理、業務の実施、事業の実施についても適切に行われていることから、総合的に判断して良好
と評価します。
　業務内容については、従来の業務に加え、新たな事業や取組みが確認できました。新型コロナウイルス感染症の影響が
ありながらも、新商品の積極的な導入、新しく導入したLINE公式アカウントの活用による情報発信力の強化、スマホ決済
システムの拡充による利便性の向上を行いながら、様々な創意工夫や分析に基づく企画運営等に取り組む姿勢は評価でき
ます。今後も指定管理者の特色を活かしながら、さらなる企画運営の充実を図ることを期待します。
　収支については、令和３年度の営業利益は△１８，５５９千円の損失を計上しています。新型コロナウイルス感染症の
影響もあり厳しい社会情勢ではありますが、引き続き経営改善に努めるよう求めます。

　令和４年度以降も本施設の設置目的を達成するため、業務のさらなる向上充実を図り、魅力的で利便性の高い施設を運
営し、地域の活性化に資することを引き続き求めます。ソフト面ではSNSを活用した情報発信力の強化、トレンドやニーズ
を反映した売り場づくり、地域随一の品揃え強化など、利用者の満足度向上に繋げる取組を求めます。また、利用者が安
心して利用できるよう、従業員及び出荷者への安全衛生管理の徹底を図るよう求めます。ハード面では、指定管理者の努
力により良好な水準を維持していると判断しますが、施設や設備が老朽化する中、利用者の安全確保と管理コスト削減の
観点からも、中長期的な修繕計画を策定し、今後の適切な維持管理が可能となるよう求めます。



基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

　施設の安全・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されていました。施設運営や利用者へ
の対応については、市民が公平・平等に利用できるよう努力していました。施設の運用については、新型コロナウイルス
感染症の影響もあり厳しい社会情勢の中、新型コロナウイルス感染症防止対策を施して様々なイベントを実施し、延利用
者数は対前年比９万２千人増加し、６０万１千人となりました。

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　指定管理者が掲げる「休憩」「情報発信」「地域の連携」の３つの機能を併せ持つ拠点として、また「安らぎ・癒し・
利便性」を提供する施設として機能すべく、施設運営の取組に対する努力が多く見られます。施設の快適な利用のための
環境整備を始めとして、四季折々のイベントや、SNSを活用したサービスの提供や周知広報など利用者の満足度向上につな
がる企画を実施し、利用促進に努めていました。

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持及び見直しに努め、関係法令等を遵守して適切に管理していました。人事
評価の運用により評価基準を明確にし、職員の勤務意欲を向上させる取組も評価できます。

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　利用料金などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理され、経理関係調書、保守点検等に関する報告書類も整
理保管されています。今後も条例等の規定を遵守し、マニュアルの充実や職員研修等により、適正な事務及び経理の執行
に努めることを求めます。

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　利用者の安全を確保するための施設の保守点検、修繕等も適切に実施しており、施設の不具合等は適宜市へ報告が行わ
れています。温浴施設における応急処置等の訓練を実施するなど、緊急時に迅速かつ適切な対応がとれるような態勢が各
部所で取られています。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策についても、消毒液やパーテーション、空気清浄機や自動検温器の設置、職員
や利用者への感染予防周知・啓発など、適切な対応がなされている点は評価できます。

　社会性（環境等への配慮）

　提出された財務諸表等を分析した結果、適切に会計処理されていましたが、大幅な損失を計上したことで運営資金不足
を生じる可能性があります。コロナ禍や急激な物価の上昇など困難な状況であることは承知していますが、更なる利用者
の増加、経費の削減、売上の増加に努め、より一層の経営の改善を求めます。集客施設は、経済環境の変化による影響を
強く受けるため、昨今の社会情勢や利用者のニーズをより敏感に感じとり、広報戦略や販売促進に繋げていきながら、各
部門の経営改善と利用者の獲得に努めることを求めます。

　冷暖房器具のフィルター清掃・温度設定の徹底、不要箇所の電気の消灯、冷蔵庫の温度設定の徹底、節水シャワーヘッ
ドの交換など省エネの取り組みを実施していました。また、施設及び設備の保守点検を適切に実施するとともに、施設内
の植栽を常に良好に保つよう取り組んでいます。今後も引き続き環境等への配慮に努めることを求めます。

事業収支

　経済性

　新型コロナウイルス感染症の影響により全体の売上、客数ともに減少し、営業収支は赤字となっています。施設の核と
なる温浴施設を効果的に運用し、安定的かつ継続的な管理運営を行うことができるよう、更なる経営改善に努めることを
求めます。

団体の経営状態

　経営の健全性



団体名称

代表者

団体所在地

■　目標値の達成度

Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度
目標値 80 75 80 75 78
実績値 69.0 74.0 72.3 75.3 -

差 △ 11.0 △ 1.0 △ 7.7 0.3 -

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

□指標：施設利用満足度　　　　　　　（単位：％）※小数点第２位以下四捨五入

　指定管理者制度導入４年目の令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んでいた施設利用者も
増加傾向にあるものの、主力客層である観光客や観光バスの立ち寄りが伸び悩み、また電気代や燃料費などの物価の
高騰により大変厳しい運営状況となりました。しかしながら、利用者アンケートの全体の満足度では、７５．３％と
目標値を上回りました。とくに温浴施設においては、ＬＩＮＥ公式アカウントでの混雑状況のお知らせやＳＮＳ各種
機能により泉質や温浴施設の良さの発信などサービスの向上に努めた結果、「第１７回ニフティ温泉年間ランキング
２０２２」山口県一位を受賞するなど、その成果がみられ満足度８９．０％と高い評価を得ています。令和５年度
は、地域に根差した施設として、利用者を飽きさせないイベントや、魅力、特色ある飲食メニューの開発など、提供
するサービスの質の向上、施設利用者数の増加及び施設利用満足度の更なる向上に努めることを求めます。

　本施設の設置目的は、本市の歴史、文化等を後世に伝え、新しい地域個性の形成を目指すとともに、市民と来訪者
との交流を通じて住民生活に潤いと憩いを提供し、もって市民の福祉の向上、地域経済の活性化を図ることです。管
理運営業務の実施状況については、施設の設置目的を達成しながら、指定管理者制度導入の目的である市民サービス
の向上を果たしています。施設の維持管理、業務の実施、事業の実施についても適切に行われていることから、総合
的に判断して良好と評価します。
　業務内容については、従来の業務に加え、新たな事業や取組が確認できました。新商品の積極的な導入やＬＩＮＥ
公式アカウントの活用による情報発信力の強化、スマホ決済システムの拡充による利便性の向上を行いながら、様々
な創意工夫や分析に基づく企画運営等に取り組む姿勢は評価できます。今後も指定管理者の特色を生かしながら、更
なる企画運営の充実を図ることを期待します。
　収支については、令和４年度の営業利益は△４，８１１千円の損失を計上しています。物価の高騰が著しく、大変
厳しい社会情勢ではありますが、引き続き経営改善に努めるよう求めます。

　令和５年度以降も本施設の設置目的を達成するため、業務の更なる向上充実を図り、利用者が安心して利用できる
よう、魅力的で利便性の高い施設を運営し、地域の活性化に資することを引き続き求めます。ソフト面ではＳＮＳを
活用した情報発信力の強化やトレンドやニーズを反映した売場づくり、品揃え強化など、利用者の満足度向上に注力
するとともに、職員が働きやすい環境づくりや部門間による連携をより一層密にするなど、道の駅全体の体制強化に
努めるよう求めます。ハード面では、指定管理者の努力により良好な水準を維持していると判断しますが、施設や設
備が老朽化する中、利用者の安全確保と管理コスト削減の観点からも、中長期的な修繕計画を策定し、今後の適切な
維持管理が可能となるよう求めます。

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実地調
査、利用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。その後、
指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次葉のとおり、具体的
な業務の実施状況等についての確認結果をコメントしたうえで、「モニタリングの総
合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　豊田総合支所地域政策課

　ＴＥＬ　：　０８３　－　７６６　－　１０５５

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　ttchiiki@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

令和４年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市豊田町道の駅蛍街道西ノ市

所在地 下関市豊田町大字中村８７６番地４

指定管理者

株式会社豊田ふるさとセンター

代表取締役　三木　潤一

下関市豊田町大字中村８７６番地４



　提出された財務諸表等を分析した結果、適切に会計処理されていましたが、新型コロナウイルス感染症や燃料費、
電気料金をはじめとした物価の高騰などの影響により収益が下がり、損失の計上が続いているため、運営資金不足を
生じる可能性があります。新型コロナウイルス感染症の影響から回復傾向にあるものの、急激な物価の上昇など困難
な状況が続いていることは承知していますが、更なる利用者の増加、経費の削減、売上の増加に努め、より一層の経
営の改善を求めます。集客施設は、経済環境の変化による影響を強く受けるため、昨今の社会情勢や利用者のニーズ
をより敏感に感じとり、広報戦略や販売促進に繋げていきながら、各部門の経営改善と利用者の獲得に努めることを
求めます。

　冷暖房器具のフィルター清掃・温度設定の徹底、不要箇所の電気の消灯、冷蔵庫の温度設定の徹底、節水シャワー
ヘッドの交換など省エネの取組を実施していました。また、施設及び設備の保守点検を適切に実施するとともに、施
設内の植栽を常に良好に保つよう取り組んでいます。今後も引き続き環境等への配慮に努めることを求めます。

事業収支

　経済性

　支出については、光熱水費（燃料費、電気料金）が高騰し、当初計画を大きく上回る支出となっているものの、そ
の他の経費については適切に執行されていました。収支については、新型コロナウイルス感染症の影響については回
復傾向にあるものの、物価の高等などの影響もあり、赤字となっています。施設の核となる温浴施設を効果的に運用
し、安定的かつ継続的な管理運営を行うことができるよう、更なる経営改善に努めることを求めます。

団体の経営状態

　経営の健全性

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持及び見直しに努め、関係法令等を遵守して適切に管理していました。
人事評価の運用により評価基準を明確にし、職員の勤務意欲を向上させる取組も評価できます。

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　利用料金などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理され、経理関係調書、保守点検等に関する報告書類
も整理保管されています。今後も条例等の規定を遵守し、マニュアルの充実や職員研修等により、適正な事務及び経
理の執行に努めることを求めます。

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　利用者の安全を確保するための施設の保守点検、修繕等も適切に実施しており、施設の不具合等は適宜市へ報告が
行われています。定期的な避難訓練や温浴施設における応急処置等の訓練を実施するなど、緊急時に迅速かつ適切な
対応がとれるような態勢が各部所で取られています。

　社会性（環境等への配慮）

　合目的性・公平性・効果性

　施設の安全・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されていました。施設運営や利用
者への対応については、市民が公平・平等に利用できるよう努力していました。施設の運用については、新型コロナ
ウイルス感染症の影響がありながらも、新型コロナウイルス感染症防止対策を施して様々なイベントを実施し、延べ
利用者数は６１万７千人となり、対前年比１万５千人増加しています。

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　指定管理者が掲げる「休憩」「情報発信」「地域の連携」の３つの機能を併せ持つ拠点として、また「安らぎ・癒
し・利便性」を提供する施設として機能すべく、施設運営の取組に対する努力が多く見られます。施設の快適な利用
のための環境整備を始めとして、ＳＬのある道の駅として特色を生かしたイベントや四季折々のイベント、ＳＮＳを
活用したサービスの提供や周知広報など利用者の満足度向上につながる企画を実施し、利用促進に努めていました。

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）


